
 

粉飛びしにくい商品になりました。 

低い水温でも溶けやすくなりました。 

包材開口部が使いやすくなりました。 
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２０１7 年度活動テーマ 

ひろげようおいしい○わ、 

繋げよう人の○輪  

横浜中エリアの組合員がつくる、伝える 

http://palsystem-kanagawayume.lekumo.biz/yume05/ ブログ「なかよこ」で検索 

このマークのついたリユースびんは、

使い終わったらよーく洗い、乾かして

通い箱に入れてパルシステムに戻し

てください。 

自治体の資源回収に出してしまうと、

破砕され原料に戻すことに…。20～

30 回繰り返し使うことによって、環

境負荷がおさえられます。ご協力をお

願いします！ 
＊ふた、注ぎ口、ラベルは各自治体の分別 

ルールに従って処分してください。 

＜3 月の回収状況＞ 横浜中センター４２．３％でした！ 

   ☆☆センター紹介コーナー☆☆ 

（横浜中センター長 小田原 靖倫） 

今回は、あらたに横浜中センターに着任した（4 月 1 日付）営業、

供給ふたりのリーダーを紹介します。ふたりは 3 月まで麻生センター

でともに 供給業務を担当していました。これからは横浜中センター

の職員として、組合員のみなさんと地域のみなさんの、お役に立てる

よう業務に励んでまいりますのでよろしくお願いいたします。 

   

 

 

 

 

 

 

【中野 真実 営業リーダー】    【野口 智弘 供給リーダー】 

  ●ふたりのリーダーに、今後の意気込みを聞いてみました。 

中野リーダー 「多くの方にパルシステム商品の良さを知ってもら 

い、組合員の輪が広がるよう、精一杯がんばります」 

野口リーダー 「組合員のみなさんのために、一生懸命がんばり 

ます!!」 

この時期はあじさいが恋しくなる… 

なんて風流ぶってみたけど、あじさい見たあとの 

和菓子が楽しみな編集担当でした♪  （M. Y.） 

3/3(金)新横浜国際ホテルにて【第２８回パルシステム生産者・消

費者交流会】が開催されました。たくさんの生産者と直接話せる

日です。座席の移動をしながら気になることをお聞きしたり、逆

にどのように調理しているか尋ねられたり、食べかたのアドバイ

横浜中エリアの組合員メンバーは、 

今年度は【パルシステムの納豆】を 

おすすめします。なかでも㈱カジノヤの『産直大豆の小粒納豆』

は利用している方も多いのではないでしょうか。(株)カジノヤで

はこちらの商品以外に「つながるゆめ納豆」という商品もあり、

組合員も大豆の栽培に参加できます♪ 農商工消連携(※)の一環

として、耕作放棄地を借りて、神奈川中央養鶏農業協同組合の

鶏糞を肥料に使って栽培しています。おいしく納豆を食べて健

康なからだを作りましょう(^_^)v 

 
※「農商工消連携」農業・商業・工業・消費者がお互いの資源

を活用して新しい商品や事業を生み出していく取り組み。 

会場の様子 

スをいただいたり、時間があっという間に過ぎてしまいました。

そしてパルシステムの産直食材を使った特製ランチをいただきま

した。ボリュームたっぷりで満腹です♪ 安全安心でおいしい食材

を作ってくれる生産者のみなさんとの楽しい交流会。まだ参加さ

れたことのない方におすすめです。（E.K.） 

産直食材の特製ランチ♪ 

6/21(水)に横浜中センターで、バングラ

デシュの伝統刺しゅう「ノクシカタ」を

体験します。保育もあります。特定非営

利活動法人シャプラニールの方に刺しゅ

うの仕方やフェアトレードについて教え

ていただきます。応募詳細はゆめコープ

HPイベント情報「weekly どりーむぺい

じ」をチェック！応募締切 6/4（日） 

↑作品例 

刺しゅうキットを利用 

することで国際協力に 

なります。 


